
●
孤
立
深
め
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政

二
○
○
六
年
五
月
三
一
日
、
国
連
安
全
保
障
理

事
会
は
、
非
公
式
協
議
を
開
き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

民
主
化
・
人
権
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
安

全
保
障
理
事
会
が
こ
の
議
題
を
取
り
上
げ
る
の
は
、

昨
年
一
二
月
以
来
二
度
目
で
あ
る
。
一
九
八
八
年

に
ク
ー
デ
タ
ー
で
権
力
を
掌
握
し
た
軍
事
政
権
下

で
、
民
主
化
・
人
権
・
民
族
・
麻
薬
・
難
民
・
貧

困
な
ど
の
課
題
が
一
向
に
解
決
さ
れ
な
い
状
況
を
、

現
在
、
国
際
社
会
は
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
問
題
」
と
呼

ん
で
い
る
。
米
国
は
こ
の
問
題
は
国
際
社
会
の
平

和
と
安
全
に
対
す
る
脅
威
で
あ
る
と
し
て
、
国
連

安
保
理
で
の
正
式
議
題
化
と
制
裁
を
視
野
に
入
れ

た
国
連
決
議
の
採
択
を
目
指
し
て
い
る
。

米
国
は
す
で
に
一
九
九
七
年
に
自
国
企
業
に
よ

る
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
投
資
の
禁
止
、
二
○
○
三
年
に

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
輸
入
禁
止
と
い
う
厳
し
い

経
済
制
裁
を
発
動
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
も
ミ
ャ
ン
マ

ー
か
ら
の
輸
入
品
に
対
す
る
一
般
特
恵
関
税
の
剥

奪
や
軍
政
幹
部
へ
の
ビ
ザ
発
給
の
停
止
、
等
の
制

裁
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
は
経
済
制

裁
に
訴
え
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
本
格
的
な
援

助
を
凍
結
し
て
き
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
は
国
際

社
会
に
お
け
る
孤
立
を
深
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
国
際
社
会
の
批
判
を
尻

目
に
、
中
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
に
接
近
し
、
急

速
に
政
治
的
、
経
済
的
結
び
つ
き
を
強
め
て
き
た
。

と
く
に
、
両
国
の
経
済
的
結
び
つ
き
は
、
こ
こ
数

年
、
貿
易
・
投
資
・
経
済
協
力
い
ず
れ
の
面
に
お

い
て
も
格
段
に
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
両
国
関

係
の
緊
密
化
は
、
他
の
近
隣
諸
国
の
対
ミ
ャ
ン
マ

ー
政
策
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

が
米
国
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
そ

の
一
員
に
加
え
た
の
も
、
イ
ン
ド
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

軍
政
支
援
に
政
策
転
換
し
た
の
も
、
中
国
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
と
軍
政
に
と
っ
て
、

中
国
と
の
関
係
は
そ
の
生
命
線
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
両
国
の
経
済
関
係
の
実
態
と
変
容
を
検
討
し
、

そ
れ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
お
よ
び
軍
政
に
与
え
た

影
響
を
評
価
す
る
。
そ
の
際
、
は
た
し
て
中
国
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
を
支
え
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
は
中
国
の
支
援
が
あ
る
限
り
、

国
際
社
会
で
孤
立
し
よ
う
と
も
生
き
残
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
と
の
問
い
を
念
頭
に
お
く
。

●
重
要
性
高
ま
る
中
国
貿
易

中
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
貿
易
相
手
国
と
し
て
、

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
国
連
統
計
に
よ
れ

ば
、
二
○
○
三
年
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
中
国
へ
の

輸
出
は
一
億
六
九
○
○
万
ド
ル
（
全
輸
出
の
六
・

二
％
）
で
相
手
国
と
し
て
第
四
位
、
中
国
か
ら
の

輸
入
は
九
億
六
七
○
○
万
ド
ル
（
全
輸
入
の
三
三

・
三
％
）
で
第
一
位
で
あ
っ
た
（
表
１
）。

た
だ
し
、
輸
出
に
お
い
て
は
、
中
国
向
け
シ
ェ

ア
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

新
た
な
輸
出
品
と
し
て
、
一
九
九
○
年
代
央
に
イ

ン
ド
向
け
の
豆
類
、
一
九
九
○
年
代
後
半
に
欧
米

諸
国
向
け
の
衣
料
、
二
○
○
○
年
以
降
タ
イ
向
け

の
天
然
ガ
ス
な
ど
が
登
場
し
た
の
に
対
し
、
中
国

向
け
の
輸
出
品
は
木
材
が
ほ
と
ん
ど
で
、
新
た
な

主
力
産
品
が
現
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
輸
入
に
お
い
て
は
二
○
○
一
年
ま
で
全

輸
入
の
約
二
割
で
推
移
し
て
い
た
シ
ェ
ア
が
、
二

○
○
二
年
、
二
○
○
三
年
と
三
割
を
超
え
る
水
準

に
ま
で
上
昇
し
て
お
り
、
中
国
依
存
度
が
高
ま
っ

て
い
る
。
中
国
側
の
通
関
統
計
も
こ
れ
を
裏
付
け

て
い
る
。
中
国
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
輸
出
（
＝
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
輸
入
）
は
、
二
○
○
二
年
以
降
急
増

し
て
い
る
（
表
２
）。

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
中
国
に
対
し
て
常
に
貿
易
赤
字

1990 1995 2000 2001 2002 2003
輸出 2位 （20.9％） 4位 （11.3％） 4位 （ 6.4％） 4位 （ 4.7％） 4位 （ 5.2％） 4位 （ 6.2％）
輸入 2位 （20.8％） 2位 （25.0％） 2位 （19.5％） 1位 （22.2％） 1位 （34.4％） １位 （33.3％）

表１　ミャンマー貿易における中国の位置づけ

（出所）国連COMTRADE。

中
国
依
存
強
め
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済̶

厳
し
さ
増
す
国
際
環
境
の
中
で
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を
計
上
し
て
き
た
が
、
二
○
○
二
年
以
降
そ
の
赤

字
幅
が
拡
大
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
対
中
国
貿
易

赤
字
は
、
国
全
体
の
貿
易
赤
字
の
三
〜
四
割
で
推

移
し
て
き
た
が
、
二
○
○
三
年
に
は
全
貿
易
赤
字

の
四
倍
以
上
を
記
録
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
中
国
以
外
の
国
へ
の
輸
出
で
稼
い
だ
外

貨
で
、
中
国
か
ら
商
品
を
買
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。ミ

ャ
ン
マ
ー
の
対
中
国
主
要
輸
出
品
目
は
、
木

材
が
七
割
と
圧
倒
的
で
あ
る
（
表
２
）。
こ
れ
に

鉱
石
、
天
然
ゴ
ム
、
ゴ
マ
な
ど
が
続
く
。
中
国
か

ら
の
輸
入
は
、
機
械
類
、
鉱
物
性
燃
料
、
鉄
鋼
、

電
気
機
器
、
織
物
等
、
工
業
製
品
が
中
心
で
あ
る
。

こ
う
し
た
貿
易
統
計
か
ら
浮
か
ん
で
く
る
の
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
自
然
資
源
を
切
り
売
り
し
て
、
中

国
か
ら
消
費
財
、
資
本
財
、
原
材
料
な
ど
様
々
な

製
品
を
手
に
入
れ
て
い
る
姿
で
あ
る
。

●
国
境
貿
易｜

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の

生
命
線

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
対
中
国
貿
易
が
拡
大
し
て
い
る

の
は
、
国
境
貿
易
が
活
発
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
中
国
の
通
関
統
計
で
「
国
境
貿
易
」
を
み
る

と
、
中
国
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
貿
易
に
占
め
る
そ
の

比
率
の
高
さ
が
分
か
る
。
二
○
○
五
年
に
お
い
て
、

国
境
貿
易
は
中
国
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
出
（
＝
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
輸
入
）
の
約
六
割
、
輸
入
（
＝
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
輸
出
）
の
約
八
割
を
占
め
た
（
表
３
）。

と
く
に
、
中
国
の
輸
入
に
お
け
る
国
境
貿
易
の
構

成
比
は
、
二
○
○
一
年
以
降
、
顕
著
な
上
昇
が
観

察
さ
れ
る
。

近
年
の
国
境
貿
易
活
況
の
要
因
は
何
だ
ろ
う
か
。

国
境
貿
易
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
市
場
の
需
給
や
為

替
変
動
に
加
え
て
、
現
場
で
頻
繁
に
変
わ
る
輸
出

入
制
度
・
規
制
、
汚
職
な
ど
に
大
き
く
影
響
を
受

け
て
変
動
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
現
場
レ
ベ

ル
の
制
度
や
運
用
の
変
更
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
難
し

い
。
考
え
得
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
国
境
貿
易

の
管
理
体
制
に
関
す
る
組
織
改
編
が
指
摘
で
き
る
。

二
○
○
一
年
頃
か
ら
国
境
地
域
の
税
関
・
入
国
管

理
局
・
警
察
・
麻
薬
取
り
調
べ
局
な
ど
を
傘
下
に

置
く
国
境
地
域
監
督
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
キ
ン

ニ
ュ
ン
第
一
書
記
（
当
時
）
が
率
い
る
国
軍
情
報

局
が
そ
の
実
権
を
握
っ
た
。
当
時
、
国
軍
内
で
力

の
あ
っ
た
情
報
局
が
国
境
貿
易
の
権
益
を
握
っ
た

こ
と
で
、
許
認
可
が
出
や
す
く
な
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

ま
た
、
近
年
の
中
国
国
境
貿
易
の
興
隆
は
、
米

国
の
経
済
制
裁
と
も
無
関
係
で
は
な
い
か
も
知
れ

な
い
。
米
国
の
経
済
制
裁
の
た
め
、
銀
行
間
ド
ル

決
済
に
も
困
難
を
生
ず
る
現
状
に
あ
っ
て
、
ほ
と

ん
ど
の
取
引
が
中
国
人
民
元
あ
る
い
は
ミ
ャ
ン
マ

ー
・
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
現
地
通
貨
で
決
済
さ
れ
る
国

境
貿
易
は
制
裁
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
。

こ
う
し
た
国
境
貿
易
の
利
点
を
よ
く
知
る
軍
政
は
、

米
国
経
済
制
裁
の
発
動
後
に
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
含
む
国
境
貿
易
を
倍
増
す
べ

し
と
大
号
令
を
か
け
て
い
る
。

国
境
貿
易
に
よ
る
近
隣
諸
国
へ
の
貿
易
ア
ク
セ

ス
が
あ
る
限
り
、
欧
米
諸
国
が
経
済
制
裁
に
よ
っ

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
経
済
封
鎖
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
今
や
、
中
国
と
の
国
境
貿
易

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
生
命
線
で
あ
る
。

●
中
国
の
経
済
協
力

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
を
よ
り
直
接
的
に
支
援
す
る

も
の
と
し
て
、
中
国
の
経
済
協
力
が
あ
る
。
日
本

を
含
む
先
進
諸
国
が
人
権
・
民
主
化
問
題
を
理
由

に
援
助
を
停
止
し
て
い
る
間
隙
を
縫
っ
て
、
中
国

は
経
済
協
力
を
武
器
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
に
深
く

【中国の輸出】 （％）
品目 2000 2001 2002 2003 2004 2005
機械類 13.3 17.7 24.2 19.0 11.6 12.8
鉱物性燃料（石油、ワックス等） 4.9 6.7 4.9 5.0 6.1 9.1
鉄鋼 4.8 2.5 1.8 3.9 8.7 8.6
電気機器 10.8 11.9 9.3 12.6 19.3 7.7
織物（合成繊維） 8.7 7.5 4.6 2.7 4.7 7.1
合計（100 万ドル） 496.4 497.4 724.8 908.0 938.5 934.9 

【中国の輸入】 （％）
品目 2000 2001 2002 2003 2004 2005
木材 64.7 66.4 71.7 69.3 68.6 70.7
鉱石（鉄、マンガン、亜鉛等） 2.9 4.0 6.3 5.4 5.2 9.7
天然ゴム 0.3 0.6 1.8 2.5 5.8 3.6
油糧作物（ゴマ等） 0.7 3.9 1.6 5.5 5.1 2.3
鉱物 5.8 4.5 3.8 2.4 2.4 1.7
合計（100 万ドル） 124.8 134.2 136.9 169.5 206.9 274.4 

表２　中国の対ミャンマー貿易（主要品目）

（出所）中国税関（World Trade Atlas データ・ベースにて検索）。
（注）HS２桁に基づくシェア。

2000 2001 2002 2003 2004 2005
国境からの輸出額 293.5 261.2 358.3 446.3 500.6 540.6 
（全体に占めるシェア） 59.1% 52.5% 49.4% 49.1% 53.3% 57.8%
国境からの輸入額 66.9 93.7 105.4 134.5 164.5 223.5 
（全体に占めるシェア） 53.6% 69.8% 77.0% 79.3% 79.5% 81.5%

表３　中国の対ミャンマー国境貿易 （100 万ドル）

（出所）中国税関（World Trade Atlas データ・ベースにて検索）。
（注）国境貿易は「昆明を通関した輸出入」と定義。ただし、ミャンマー政府による定義とは異なる。
（全体に占めるシェア）は中国の対ミャンマー貿易全体に占める国境貿易の割合。
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食
い
込
ん
で
い
る
。
中
国
の
経
済
協
力
は
イ
ン
フ

ラ
部
門
に
始
ま
り
、
国
有
企
業
支
援
、
そ
し
て
近

年
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
た
め
の
資
源
開
発
へ
と

展
開
し
て
き
た
。

①
電
力
開
発

当
初
か
ら
中
国
の
経
済
協
力
は
、
イ
ン
フ
ラ
部

門
を
中
心
と
し
た
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
で

あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
電
力
部
門
に
お
い
て
そ
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
は
際
立
っ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
一
九
九
○
年
代
末
か
ら
電
力
供
給
の
不
足
が
深

刻
化
し
て
お
り
、
状
況
を
改
善
す
る
た
め
水
力
を

中
心
と
す
る
電
源
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
全
土
で
ダ
ム
建
設
ラ
ッ
シ

ュ
が
起
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
水
力
発
電
ダ
ム
建
設
の
多
く
の
案
件

に
、
中
国
企
業
が
関
与
し
て
い
る
。
一
九
九
六
年

か
ら
二
○
○
五
年
の
間
に
中
国
企
業
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
発
電
容
量
は
五
五
五
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
、
こ

れ
は
二
○
○
五
年
時
点
の
全
国
発
電
能
力
の
お
よ

そ
三
分
の
一
を
占
め
る
。
な
か
で
も
、
二
○
○
五

年
三
月
に
雲
南
機
械
輸
出
入
公
司
が
完
成
さ
せ
た

パ
ウ
ン
ラ
ウ
ン
水
力
発
電
所
は
、
こ
の
分
野
に
お

け
る
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
象
徴
す
る
案
件
と
な

っ
た
。
こ
の
ダ
ム
の
発
電
能
力
は
二
八
○
メ
ガ
ワ

ッ
ト
で
、
バ
ル
ー
チ
ャ
ウ
ン
第
二
発
電
所
（
一
六

八
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
を
抜
い
て
、
同
国
最
大
の
発
電

所
に
躍
り
出
た
。
バ
ル
ー
チ
ャ
ウ
ン
水
力
発
電
所

は
日
本
の
賠
償
・
経
済
協
力
で
建
設
さ
れ
、
戦
後

な
が
ら
く
同
国
最
大
の
発
電
設
備
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
日
本
の
技
術
・
経
済
力
を
体
現
し
た
案
件
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
企
業
が
こ
れ
を
凌
駕
す
る

発
電
所
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
は
、
そ
の
実
力
を
象

徴
的
に
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
、
イ
ェ
ー
ユ
ワ
（
七
九
○
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）、

シ
ュ
ウ
ェ
リ
ー
（
四
○
○
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
な
ど
一

一
の
大
型
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
契
約
が
締
結
さ
れ
た

七
案
件
全
て
が
中
国
企
業
に
よ
っ
て
受
注
さ
れ
て

い
る
。
ダ
ム
建
設
・
発
電
設
備
の
調
達
で
中
国
企

業
が
圧
倒
的
な
強
み
を
発
揮
で
き
る
の
は
、
設
備

・
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
面
で
の
競
争
力
に
加
え
て
、

代
金
の
延
べ
払
い
期
間
を
長
期
に
設
定
し
、
金
利

も
低
く
抑
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

中
国
企
業
が
こ
う
し
た
有
利
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

条
件
を
提
示
で
き
る
背
景
と
し
て
、
し
ば
し
ば
中

国
輸
出
入
銀
行
等
に
よ
る
公
的
輸
出
信
用
制
度
が

指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
パ
ウ
ン
ラ
ウ
ン
水
力
発

電
所
の
総
工
費
は
約
一
億
六
○
○
○
万
ド
ル
と
見

積
も
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
案
件
に
は
中
国
輸
出

入
銀
行
か
ら
実
際
の
総
工
費
を
超
え
る
ほ
ど
の
資

金
供
与
が
な
さ
れ
た
と
も
噂
さ
れ
る
。
日
本
勢
で

は
東
京
電
力
、
関
西
電
力
、
日
本
工
営
な
ど
が
ミ

ャ
ン
マ
ー
電
力
省
に
対
し
て
事
業
実
行
可
能
性
調

査
な
ど
技
術
協
力
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
企
業
が
発
掘
し
た
案
件
で
あ
っ
て
も
、
円
借

款
が
停
止
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
中
国
企
業
の
有

利
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
条
件
に
対
抗
で
き
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

②
国
有
企
業
支
援

中
国
の
経
済
協
力
は
、
国
有
企
業
支
援
に
も
投

入
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
○
年
以
降
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
軍
政
は
、
事
実
上
、
国
有
企
業
の
民
営
化
計
画

を
放
棄
し
、
国
営
工
場
の
増
強
に
政
策
転
換
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
国
営
工
場
の
数
は
一
九
九

○
年
代
後
半
に
毎
年
二
○
か
ら
三
○
増
加
し
た
が
、

二
○
○
一
年
度
に
は
五
三
工
場
、
二
○
○
二
年
度

に
は
二
三
一
も
の
新
工
場
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
繊
維
、
農
業
機
械
、

自
転
車
、
製
糖
、
煉
瓦
、
セ
メ
ン
ト
、
紙
パ
ル
プ

な
ど
国
内
市
場
向
け
の
輸
入
代
替
軽
工
業
で
あ
る
。

タ
ン
シ
ュ
エ
議
長
の
故
郷
で
あ
る
中
央
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
小
さ
な
町
チ
ャ
ウ
セ
ー
に
は
、
現
在
、
何
十

と
い
う
国
営
工
場
が
建
設
中
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
国
営
工
場
の
建

設
を
支
え
て
い
る
の
が
、
中
国
の
経
済
協
力
で
あ

る
。
例
え
ば
、
第
一
工
業
省
傘
下
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

繊
維
公
社
は
二
○
○
三
年
か
ら
二
○
○
六
年
一
月

ま
で
に
八
工
場
を
新
設
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
全
て

中
国
企
業
と
の
プ
ラ
ン
ト
契
約
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。し

か
し
、
国
有
企
業
の
増
強
が
同
国
の
経
済
発

展
に
ど
れ
ほ
ど
貢
献
す
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
国

有
企
業
の
財
政
は
行
政
部
門
と
共
に
国
家
基
金
勘

定
に
統
合
さ
れ
て
お
り
、
利
益
が
出
れ
ば
そ
れ
を

国
庫
へ
上
納
し
、
損
失
が
出
れ
ば
国
庫
か
ら
補
填

さ
れ
る
。
経
営
の
意
思
決
定
は
監
督
省
庁
、
さ
ら

に
は
そ
の
上
部
機
関
（
マ
ウ
ン
エ
イ
上
級
大
将
補

が
議
長
を
務
め
る
貿
易
政
策
評
議
会
な
ど
）
に
お

い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
経
営
自
主
権
は
全
く
な
い
。

権
限
も
責
任
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
中
で
、
国
有

企
業
が
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
効
率
的
な
経
営
を
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達
成
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

③
資
源
開
発

高
度
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
に
と
っ
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

近
年
、
中
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
資
源
確
保
戦

略
を
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
。
中
国
海
洋
石
油
総
公

司
（
Ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
石
油
・
ガ
ス

公
社
（
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
）
と
、
二
○
○
四
年
一
○
月
に

一
鉱
区
、
同
年
一
二
月
に
二
鉱
区
、
二
○
○
五
年

一
月
に
三
鉱
区
の
試
掘
契
約
を
立
て
続
け
に
締
結

し
た
。
契
約
に
至
る
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
、
他
の
外

国
企
業
は
驚
い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
二
○
○
五
年
一
月
、
中
国
石
油
天
然

気
（
ペ
ト
ロ
チ
ャ
イ
ナ
）
が
ヤ
カ
イ
ン
州
か
ら
雲

南
省
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
に
関
す
る
覚
書
を

Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
と
調
印
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
二
○
○
四
年
一
月
に
ベ
ン
ガ
ル

湾
沖
合
で
発
見
さ
れ
た
シ
ュ
エ
ー
・
ガ
ス
田
の
天

然
ガ
ス
を
中
国
へ
輸
送
す
る
の
み
な
ら
ず
、
中
東

石
油
を
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
ら
ず
に
確
保
す
る
こ

と
を
企
図
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

計
画
が
実
現
す
れ
ば
、
将
来
、
中
国
は
ミ
ャ
ン
マ

ー
天
然
ガ
ス
の
大
口
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
。
現
在
、

タ
イ
へ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
さ
れ
て
い
る
天
然
ガ

ス
の
輸
出
は
年
間
一
五
億
ド
ル
（
二
○
○
五
年
）

で
、
同
国
最
大
の
輸
出
産
品
と
な
っ
て
い
る
。
中

国
へ
の
天
然
ガ
ス
輸
出
に
よ
り
、
軍
政
は
も
う
一

つ
の
大
き
な
外
貨
収
入
源
を
得
る
。

資
源
開
発
は
外
交
上
の
交
渉
カ
ー
ド
で
も
あ
る
。

例
え
ば
、
シ
ェ
エ
ー
・
ガ
ス
田
の
天
然
ガ
ス
は
、

元
々
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
経
由
で
イ
ン
ド
へ
輸
出

さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
交
渉
が
も
た

つ
い
て
い
る
間
に
、
中
国
が
参
入
し
て
き
た
の
で

あ
る
。
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
、
イ
ン
ド
、
タ

イ
な
ど
の
近
隣
諸
国
は
、
増
大
す
る
国
内
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
を
賄
う
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
資
源
を

確
保
し
た
い
。
欧
米
か
ら
経
済
制
裁
を
受
け
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
軍
政
に
と
っ
て
、
資
源
開
発
は
近
隣
諸

国
を
味
方
に
つ
け
て
お
く
た
め
の
強
力
な
外
交
カ

ー
ド
な
の
で
あ
る
。

●
中
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
を
支
え
ら

れ
る
か

現
在
、
中
国
の
存
在
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
と
軍

政
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
中
国
か

ら
の
大
量
か
つ
安
価
な
物
資
の
供
給
が
な
け
れ
ば
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
は
現
状
よ
り
相
当
悪
く
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
。
欧
米
諸
国
の
経
済
制
裁
が
強
化
さ

れ
る
中
で
、
中
国
国
境
貿
易
に
よ
る
輸
出
が
増
え

な
け
れ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
外
貨
事
情
は
い
っ
そ

う
悪
化
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
中
緬
国
境
の
貿
易
拠

点
ム
セ
と
上
ビ
ル
マ
の
中
心
都
市
マ
ン
ダ
レ
ー
を

結
ぶ
四
六
○
キ
ロ
の
道
路
は
、
今
や
ミ
ャ
ン
マ
ー

経
済
の
大
動
脈
で
あ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
中
国
と
の
貿
易

の
み
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
が
成
長
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
か
ら
み
た
場
合
、
中
国

と
の
貿
易
は
自
然
資
源
│
と
く
に
木
材
│
の
切
り

売
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
に
展
開
す
る
生

産
・
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
組
み
込
ま
れ
る
か

た
ち
で
発
展
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
持
続
可

能
性
を
考
え
な
い
資
源
収
奪
的
貿
易
は
、
長
期
的

な
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
好
ま
し
い

も
の
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
中
国
に
と
っ
て
、
安
価
だ
が
低
品
質
の

中
国
製
品
を
買
っ
て
く
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
都

合
の
良
い
お
客
さ
ん
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
市
場

は
中
国
企
業
│
と
く
に
雲
南
省
な
ど
ま
だ
世
界
市

場
に
お
け
る
競
争
力
の
な
い
企
業
│
に
格
好
の
練

習
ラ
ウ
ン
ド
を
提
供
し
て
い
る
。

中
国
の
経
済
協
力
に
関
し
て
も
、
現
軍
政
の
権

力
維
持
に
貢
献
す
る
効
果
は
あ
っ
て
も
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
経
済
全
体
を
浮
揚
さ
せ
る
力
は
な
い
。
中
国

企
業
に
よ
る
水
力
発
電
ダ
ム
の
建
設
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
稼
働
率
の
低
さ
の
た
め
電
力

供
給
は
滞
り
、
同
国
に
お
け
る
電
力
事
情
は
一
向

に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
中
国
の
援
助
に
よ
り
次

々
と
建
設
さ
れ
る
国
営
工
場
が
、
経
済
発
展
の
牽

引
役
と
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
非
効
率
を

温
存
し
た
ま
ま
増
殖
す
る
国
営
工
場
が
、
投
資
に

見
合
う
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
中
国
の
経
済
協
力
資
金

は
回
収
問
題
に
直
面
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

結
局
、
中
国
の
貿
易
や
経
済
協
力
は
、
軍
政
が

そ
の
権
力
の
座
に
留
ま
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
を
成
長
路
線
に

も
っ
て
い
く
力
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
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